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だった．数日にわたる説得のすえ，彼は，模型のレシピはけして展示物とはいえないが，学芸
員の情熱を信じて専門博物館として登録するという回答を伝えてきた．
はたして，食の博物館で扱うべき所蔵品とは何だろうか．もちろん，食の文化的生産と消費
に関する道具や食器は，民芸品として展示物になりうる．レシピを記録した古文献資料もまた，
展示物の資格を十分に備えている．しかし，模型のレシピ資料，それも現在も持続している口
述資料を展示物とみなすことは可能だろうか．私は，模型のレシピと，そのレシピを伝承して
きた個人や共同体のオーラル・ヒストリーも，食の博物館において集積すべき重要な遺物であ
ると考える．さまざまな食物はマテリアルとして博物館の展示物となるが，それをめぐる文化
的コードもまた，博物館の展示物となるべきだと思うのである．このような面から，食の博物
館において集積すべき所蔵品は，古い道具や食器，そして古文献だけではなく，ある共同体が
口づたえに伝承し蓄積してきたオーラル資料も含まれるべきである．しかし，21世紀の博物館
の新しい方向から見れば，物質文化（material culture）についての概念の確立が試されてい
るのであり，食の博物館に限った特殊性とみなすことはできない．けれども，1998年以降（私
は1993年 8 月にキムチ博物館の学芸員を辞した），キムチ博物館はこの点に注目することはな
く，フィールド・ミュージアム（横浜の日清ラーメン博物館に代表される）という概念を導入
し，リニューアルした．観覧者が体験することのできる博物館へと転換したのである．しかし，
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区の COEXに設置されたキムチ博物館は，一部の外国人と幼稚園幼児らの体験の
場としての役割にとどまり，キムチに関する知識の集積場としての機能を果たすことはなかっ
た．その理由は，この博物館の運営主体である「プルムウォン」という食品会社がフィールド・
ミュージアムに転換するさい，研究調査機能を縮小してしまったからである．2014年現在，再
開館のために，閉館状態である．2015年 3 月の再開館を目標としているが，研究調査機能が回
復する可能性はなさそうである．企業で運営する専門博物館が直面しているこのような状況は，
世界的な経済不況がもたらした結果でもある．
にもかかわらず，私は食の博物館は必要だと思う．なぜなら，食の博物館は，人類が伝承し
集積してきた食に関する無形の遺物を集積し，地球温暖化等により引き起こされうる食糧危機
に対処できる対案となるからである．くわえて，食品産業の増大により，「料理のできない」
人類が増加する事情に照らしても，食の博物館は，人類の知恵を集積する公的な空間となるべ
きである．このために，研究調査を通じた食に関する知識の集積は，きわめて重要である．特
に，料理に一家言ある人，古い飲食店の料理長，そして初期食品産業の従事者のオーラルヒス
トリーを集積する作業は，デジタル媒体が発達した今日，いっそう重要である．韓国の食関連
博物館や研究所で遂行されるべき，これからの課題でもある．
